
駅前吉島線（田中町交差点）ほか１か所非常用設備保守点検業務仕様書 

 

 

第一条 受注者は、保守点検を行うにあたって、別紙保守点検報告書に定めるところに従うほか、発

注者の指示にしたがうものとする。 

 

第二条 契約書に定められた年２回の保守点検は、おおむね６か月の間隔で、点検を行うものとし、

実施する時期は、発注者と受注者で協議して定めるものとする。 

 

第三条 前２条の規定により実施する保守点検のほか、受注者は電話などによる質疑などに応答す

るものとする。 

 

第四条 非常時に使用して破損した非常用ボタンのアクリル板は、受注者の負担で取り替えるもの

とする。 

 

  



田中町トンネル 

（１）押ボタン式通報装置    １８台 

（２）警報表示板         ２面 

（３）制御装置 （ＴＭＣ）    １台 

（４）副制御装置（ＴＳＣ）    １台 

（５）受信制御機（ ＲＣ ）    １台 

（６）監視盤  （ ＲＭ ）    １台 

（７）非常電話機         ６台 

 

南千田橋東側地下道 

（１）非常警報制御機       １台 

（２）押釦発信器        １３台 

（３）回転灯           ２台 

 

現地点検内容 

（１）電源電圧測定 

ア）入出力電圧測定 

各入出力電圧を測定し、基準値内であることを確認すること。 

イ）制御電圧測定 

各制御電圧を測定し、基準値内であることを確認すること。 

（２）動作試験 

ア）機側動作試験 

各機器にて、機側動作試験を行い、正常に動作することを確認すること。 

イ）遠制動作試験 

受信制御機（ＲＣ）から遠制動作試験を行い、正常に動作することを確認すること。 

ウ）押ボタン発報試験 

押ボタン式通報装置からの通報動作にて、各機器が動作することを確認すること。 

エ）調光動作試験 

項目を表示している時、調光スイッチによりランプ輝度の明、暗の切り替わり、また、  

自動点滅器による明、暗の切り替わりを確認すること。 

オ）非常電話通話試験 

緊急通報（１１０・１１９）への接続試験を行い、正常に通話できることを確認する。 

カ）非常警報制御機 

テスター等により電圧等を測定・点検し、正常に動作することを確認すること。 

キ）押釦発信器・回転灯 

目視等により、損傷等がないことを点検し、正常に動作することを確認すること。 

 

現地点検結果 

点検終了後、すみやかに別紙「点検報告書」の様式で報告書を作成し、提出及び報告するものと

する。  



点検報告書 

 

品 名 型 式 製造番号 設置場所：田中町トンネル 下り （南側） 

制御装置(TMC) DMC761K 33841 点検日：令和  年  月  日 担当者： 

 

／ 点検項目 点検内容及び判定基準 測定値 判 定 備 考 

１ 
 

電 
 

圧 
 

測 
 

定 

入力電圧 AC  ２００V±１０％ V 良・否  

交流出力 

AC  ２００V±１０％ V 良・否 ﾌﾟﾘﾝｶｰ 

AC  １００V±１０％ V 良・否 非・電 

AC  １００V±１０％ V 良・否 ｲﾝﾊﾞｰﾀ 

制御電圧 
DC   ２４V±１０％ V 良・否  

DC    ５V± ５％ V 良・否  

位置表示灯出力 DC   ２６V±１０％ V 良・否  

ﾊﾞｯﾃﾘｰ充電電圧 DC ２６．７V± １V V 良・否  

表示ランプ点灯電圧 DC   ２４V± ４V V 良・否  

２ 

絶
縁
測
定 

押ボタン回線 

絶縁測定 

１A ～アース間 250V メガーにて 1MΩ以上 MΩ以上 良・否  

    

１B ～アース間 250V メガーにて１MΩ以上 MΩ以上 良・否  

    

３ 
 
 
 

動 
 
 

作 
 
 

試 
 
 

験 

機側単独試験 機側各単独動作を確認する。 － 良・否  

機側回路試験 総合回路動作を確認する。 － 良・否  

遠方監視試験 TMC(TSC)→RC 間の監視動作を確認する。 － 良・否  

遠方制御試験 RC→TMC(TSC)間の制御動作を確認する。 － 良・否  

押ボタン回路試験 押ボタンの試験発報を確認する。 － 良・否  

押ボタンの発報試験 押ボタンの発報を確認する。 ９台 良・否  

サイレン設定 １～５分以内に設定する。 約１分 良・否  

調光動作 
手動 昼間、夜間の切り替わりを確認する。 

－ 
良・否  

自動 自動による切り替わりを確認する。 良・否  

ランプテスト 表示板ランプテスト動作を確認する。 － 良・否  

通話試験 TMC～TSC 間の通話を確認する。 － 良・否  

４ 

清
掃
等 

外部点検 筐体の損傷、発錆、汚損、漏水の有無を確認する。 － 良・否  

内部点検 接続部の緩み、断線等の有無を確認する。 － 良・否  

清 掃 ウエス、印毛等を使用して、盤内外の清掃を行う。 － 良・否  

  



点検報告書 

 

品 名 型 式 製造番号 設置場所：田中町トンネル 下り （南側） 

制御装置(TIB) DS761K 33839 点検日：令和  年  月  日 担当者： 

 

／ 点検項目 点検内容及び判定基準 測定値 判 定 備 考 

１ 

電
圧 

制御電圧 AC   ２４V±１０％ V 良・否  

表示ランプ点灯電圧 AC   ２４V± ４V V 良・否  

２ 
 
 

動 
 
 

作 
 
 

試 
 
 

験 

サイレン鳴動試験 サイレンが鳴動する事を確認すること。 － 良・否  

注意灯動作試験 注意灯の点滅回数は 80±5回/分を確認する。 － 良・否  

ランプテスト 表示灯の LED が全点灯する事を確認する。 － 良・否  

調光動作 
手動 昼間、夜間の切り替わりを確認する。 － 良・否  

自動 自動による切り替わりを確認する。 － 良・否  

表示動作試験 

トンネル内  事故発生 

－ 

良・否  

トンネル内  作業中 良・否  

トンネル内  片側通行 良・否  

消  滅 良・否  

凍結注意 良・否  

スリップ注意 良・否  

３ 

清
掃
等 

外部点検 筐体の損傷、発錆、汚損、漏水の有無を確認する。 － 良・否  

内部点検 接続部の緩み、断線等の有無を確認する。 － 良・否  

清 掃 ウエス、印毛等を使用して、盤内外の清掃を行う。 － 良・否  

  



点検報告書 

 

品 名 型 式 製造番号 設置場所：田中町トンネル 上り （北側） 

副制御装置(TSC) DSC761K 33842 点検日：令和  年  月  日 担当者： 

 

／ 点検項目 点検内容及び判定基準 測定値 判 定 備 考 

１ 
 

電 
 

圧 
 

測 
 

定 

入力電圧 AC  ２００V±１０％ V 良・否  

交流出力 

AC  ２００V±１０％ V 良・否 ﾌﾟﾘﾝｶｰ 

AC  １００V±１０％ V 良・否 非・電 

AC  １００V±１０％ V 良・否 ｲﾝﾊﾞｰﾀ 

制御電圧 
DC   ２４V±１０％ V 良・否  

DC    ５V± ５％ V 良・否  

位置表示灯出力 DC   ２６V±１０％ V 良・否  

ﾊﾞｯﾃﾘｰ充電電圧 DC ２６．７V± １V V 良・否  

表示ランプ点灯電圧 DC   ２４V± ４V V 良・否  

２ 

絶
縁
測
定 

押ボタン回線 

絶縁測定 

１A ～アース間 250V メガーにて 1MΩ以上 MΩ以上 良・否  

    

１B ～アース間 250V メガーにて１MΩ以上 MΩ以上 良・否  

    

３ 
 
 
 

動 
 
 

作 
 
 

試 
 
 

験 

機側単独試験 機側各単独動作を確認する。 － 良・否  

機側回路試験 総合回路動作を確認する。 － 良・否  

遠方監視試験 TMC(TSC)→RC 間の監視動作を確認する。 － 良・否  

遠方制御試験 RC→TMC(TSC)間の制御動作を確認する。 － 良・否  

押ボタン回路試験 押ボタンの試験発報を確認する。 － 良・否  

押ボタンの発報試験 押ボタンの発報を確認する。(全数) ９台 良・否  

サイレン設定 １～５分以内に設定する。 約１分 良・否  

調光動作試験 
昼間、夜間の切り替わりを確認する。 

－ 
良・否  

自動による切り替わりを確認する。 良・否  

ランプテスト 表示板ランプテスト動作を確認する。 － 良・否  

通話試験 TMC～TSC 間の通話を確認する。 － 良・否  

４ 

清
掃
等 

外部点検 筐体の損傷、発錆、汚損、漏水の有無を確認する。 － 良・否  

内部点検 接続部の緩み、断線等の有無を確認する。 － 良・否  

清 掃 ウエス、印毛等を使用して、盤内外の清掃を行う。 － 良・否  

  



点検報告書 

 

品 名 型 式 製造番号 設置場所：田中町トンネル 上り （北側） 

制御装置(TIB) DS761K 33840 点検日：令和  年  月  日 担当者： 

 

／ 点検項目 点検内容及び判定基準 測定値 判 定 備 考 

１ 

電
圧 

制御電圧 AC   ２４V±１０％ V 良・否  

表示ランプ点灯電圧 AC   ２４V± ４V V 良・否  

２ 
 
 

動 
 
 

作 
 
 

試 
 
 

験 

サイレン鳴動試験 サイレンが鳴動する事を確認すること。 － 良・否  

注意灯動作試験 注意灯の点滅回数は 80±5回/分を確認する。 － 良・否  

ランプテスト 表示灯の LED が全点灯する事を確認する。 － 良・否  

調光動作 
手動 昼間、夜間の切り替わりを確認する。 － 良・否  

自動 自動による切り替わりを確認する。 － 良・否  

表示動作試験 

トンネル内  事故発生 

－ 

良・否  

トンネル内  作業中 良・否  

トンネル内  片側通行 良・否  

消  滅 良・否  

凍結注意 良・否  

スリップ注意 良・否  

３ 

清
掃
等 

外部点検 筐体の損傷、発錆、汚損、漏水の有無を確認する。 － 良・否  

内部点検 接続部の緩み、断線等の有無を確認する。 － 良・否  

清 掃 ウエス、印毛等を使用して、盤内外の清掃を行う。 － 良・否  

  



点検報告書 

 

品 名 型 式 製造番号 設置場所：ＴＭＣ内 

伝送部 － － 点検日：令和  年  月  日 担当者： 

 

／ 点検項目 点検内容及び判定基準 測定値 判 定 備 考 

１ 

電
圧
測
定 

制御電圧 

DC    ５V± ５％ V 良・否  

DC  ＋１２V± ５％ V 良・否  

DC  －１２V± ５％ V 良・否  

DC   ２４V±１０％ V 良・否  

２ 

伝
送 

送信レベル ０ ～ －１５dbm dbm 良・否  

受信レベル ０ ～ －３５dbm dbm 良・否  

３ 

動
作
試
験 

遠方監視試験 TMC(TSC)→RC 間の監視動作を確認する。 － 良・否  

遠方制御試験 RC→TMC(TSC)間の制御動作を確認する。 － 良・否  

通話試験 RC～TMC 間の通話を確認する。 － 良・否  

電話呼出 TMC→RC の呼出を確認する。 － 良・否  

 

 

 

品 名 型 式 製造番号 設置場所：ＴＭＣ内 

計測部 － － 点検日：令和  年  月  日 担当者： 

 

／ 点検項目 点検内容及び判定基準 測定値 判 定 備 考 

１ 

電
圧
測
定 

入力電圧 AC  １００V±１０％ V 良・否  

     

３ 

動 
 

作 
 

試 
 

験 

測温ｾﾝｻｰ 

動作試験 

手動 
センサー部上の切替スイッチを「ON」する事により

「凍結注意」の表示が出る事を確認する。 
－ 良・否  

自動 
測温センサーからの信号により、外気温が設定温度以下にな

った際、自動的に「凍結注意」の表示が出る事を確認する。 

水分ｾﾝｻｰ 

動作試験 

手動 
センサー部上の切替スイッチを「ON」する事により

「スリップ注意」の表示が出る事を確認する。 
－ 良・否  

自動 
水分センサーにて雨水による水分を検知した際、自動的に「ス

リップ注意」の表示が出る事を確認する。 

  



点検報告書 

 

品 名 型 式 製造番号 設置場所：中区役所 ３Ｆ 

受信制御機(RC) RC061K 33837 点検日：令和  年  月  日 担当者： 

 

／ 点検項目 点検内容及び判定基準 測定値 判 定 備 考 

１ 

電 

圧 

測 

定 

入力電圧 AC  １００V±１０％ V 良・否  

制御電圧 

DC   ２４V± ５％ V 

良・否  
DC  ＋１２V± ５％ V 

DC  －１２V± ５％ V 

DC    ５V± ５％ V 

ﾊﾞｯﾃﾘｰ充電電圧 DC  ２８．５V±１V V 良・否  

２ 

伝
送 

送信レベル ０ ～ －１５dbm dbm 良・否  

受信レベル ０ ～ －３５dbm dbm 良・否  

３ 

動 

作 

試 

験 

遠方制御試験 TMC(TSC)→RC 間の監視動作を確認する。 － 良・否  

遠方監視試験 RC→TMC(TSC)間の制御動作を確認する。 － 良・否  

伝送試験 RC～TMC 間の通話を確認する。 － 良・否  

通話試験 TMC→RC の呼出を確認する。 － 良・否  

電話呼出 RC→TMC の呼出を確認する。 － 良・否  

ランプチェック パネルランプ点灯を確認する。 － 良・否  

ブザー動作 鳴動監視項目での鳴動を確認する。 － 良・否  

 

 

 

品 名 型 式 製造番号 設置場所：中区役所 Ｂ１Ｆ 

監視盤（RM） － － 点検日：令和  年  月  日 担当者： 

 

／ 点検項目 点検内容及び判定基準 判 定 備 考 

１ 

動
作
試
験 

監視試験 
RC→RM 通報動作にて、「事故発生」のランプ点灯

及びブザーが鳴動する事を確認する。 
良・否  

ランプチェック パネルランプ点灯を確認する。 良・否  

ブザー停止 
ブザー停止ボタンを押し、ブザーの鳴動が停止

する事を確認する。 
良・否  

  



点検報告書 

 

品 名 型 式 製造番号 設置場所：田中町トンネル 上下線 

非常電話機 － － 点検日：令和  年  月  日 担当者： 

 

  

／ 点検項目 点検内容及び判定基準 測定値 判 定 備 考 

１ 
 
 

電 
 

話 
 

機 

外部点検 

本体及び送受話器の破損・汚損の有無を

確認する。 
－ 良・否  

取付不良（ガタツキ等）の有無を確認

する。 
－ 良・否  

通話試験 

緊急通報(110）への接続を確認する。 

通話品質（雑音、音量不足遠話の有無）

を確認する。 

－ 良・否  

緊急通報(119）への接続を確認する。 

通話品質（雑音、音量不足遠話の有無）

を確認する。 

－ 良・否  

２ 

収
容
箱 外部点検 

収容箱の破損・汚損・朽廃・取付不良（ガ

タツキ等）の有無を確認する。 
－ 良・否  

扉のガタツキ、自動閉まり不具合の有無

を確認する。 
－ 良・否  

照明灯の点灯を確認する。 － 良・否  

３ 
清
掃
等 

清 掃 

ウエス、刷毛等を使用して電話機及び収

容箱の清掃を行う。 
－ 良・否  



点検報告書 

 

装 置 名 設置場所：南千田橋東側地下道 

非常警報制御機（照明分電盤内） 点検日：令和  年  月  日 担当者： 

 

点検箇所 点検項目 点検方法 結果判定 備 考 

外 観 変形、損傷、著しい腐食等がないこと。 目 視 良・否  

電圧計 変形、損傷等がなく、指示値が適正であ

ること。 

目 視 良・否  

継電器 脱落、端子の緩みがないこと。 目 視 良・否  

タイマーの設定値がＴ：１０分、Ｔ１：

１秒となっていること。 

目 視 良・否  

接続部 端子の緩みがないこと。 目 視 良・否  

電源部 受電端子部にて入力電圧ＡＣ２００Ｖ

を測定する。 

テスター 良・否  

直流電源端子部にて出力ＤＣ２４Ｖを

測定する。 

テスター 良・否  

蓄電池端子部にて出力ＤＣ２４Ｖを測

定する。 

テスター 良・否  

動作試験 押釦発信器により警報を発生させ、回路

復旧スイッチ操作によりベルが停止す

ること。（１３台分） 

操 作 良・否  

停電発生時に警報を発生させ、正常動作

すること。 

操 作 良・否  

  



点検報告書 

 

装 置 名 設置場所：南千田橋東側地下道 

押釦発信器 （Ｐ１～Ｐ１３） 点検日：令和  年  月  日 担当者： 

 

点検箇所 点検項目 点検方法 結果判定 備 考 

外 観 変形、損傷、著しい腐食等がないこと。 目 視 良・否  

取付ボルト 緩みがないこと。 目 視 良・否  

接続部 端子の緩みがないこと。 目 視 良・否  

動作試験 通報スイッチにより警報を発生させ、表

示灯が点滅すること。 

目 視 良・否  

通報スイッチにより警報を発生させ、ベ

ルが鳴動すること。 

聴 音 良・否  

 

 

 

装 置 名 設置場所：南千田橋東側地下道 

回転灯 （Ｋ１～Ｋ２） 点検日：令和  年  月  日 担当者： 

 

点検箇所 点検項目 点検方法 結果判定 備 考 

外 観 変形、損傷、著しい腐食等がないこと。 目 視 良・否  

取付ボルト 緩みがないこと。 目 視 良・否  

     

動作試験 押釦発信器により警報を発生させ、回転

灯が動作すること。 

目 視 良・否  

押釦発信器により警報を発生させ、ベル

が鳴動すること。 

聴 音 良・否  

 



位 置 図 
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P P P P P P P P P P P P P

P13 P12 P11 P10 P9 P8 P7 P6 P5 P1 P2 P3 P4

【凡例】

記号 名　　称 備　　　　　　考台数

非常警報設備　構成図

【鷹野橋側】 【宇品側】南千田橋東側地下道

K2 K1

◎◎ □

非常警報制御機１照明分電盤□

発信器・表示灯・ベル１３押釦発信器（P1～P13）P

回転灯・ベル２警報表示灯（K1～K2）◎


